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大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・英語Ⅱ

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

企画委員、図書館委員、学生相談員、海外語学研修委員、全国高校生歴史フォーラム委員、広報
担当委員

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

奈良女子大学大学院　人間文化研究科　博士後期課程　比較文化学　単位取得退学

博士（文学）

英語学、言語学（特に、語用論）

最終学歴

　【研究上の特記事項】

平成27年度～平成30年度　科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）（若手研究（B））, 研
究課題名：「トートロジー発話の理解と産出に関する総合的研究」, ＜課題番号：15K16753＞ . 本
研究は、従来のトートロジー研究とは異なり、実験から得られるデータに基づくものであり、幼児の
トートロジー発話の理解と産出の実態を明らかにし、ほとんどの言語に普遍的に存在する名詞句トー
トロジー発話の解釈メカニズムの全体像を解明することを目的とする。

平　成　27　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本英語学会、日本語用論学会、日本言語学会、関西言語学会、International Pragamatics

Association

トートロジー発話解釈プロセスに関する認知語用論的研究

授業科目

学部担当科目

・英語Ⅰ
・英語Ⅱ
・TOEICⅠ
・表現技法Ⅰ

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）
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研究業績[著書、学術論文等]

①

②

③

本発表では、否認の役割を果たすとされ
るトートロジーとメタ言語否定を比較検討
し、(i) 話者の態度を伝達するかどうか、
(ii) エコー的かどうか、という2つの観点
から、両者の類似点と相違点を明らかに
する。

本発表では、Wilson and Sperber (1992)
などの「エコー的 (echoic)」という概念を
用いながら、トートロジーと、アイロニー、
メタ言語否定を比較検討し、否定表現の
範疇におけるトートロジーの位置づけを
明らかにする。

①

③

（その他）

②

③

（学会発表）

②「否定表現の特性に関する一
考察―トートロジーの用例を中
心に―」

①“Tautology and Denial”

③

① 「否定表現の特性に関する
一考察―トートロジーの用例を
中心に―」

②


